
作業療法士学科(夜間4年制）　　実務家教員リスト

担当科目名 時間数 単位数 担当教員氏名 略歴(関連資格・専門領域等・その他）

小児科学 30 2 麻生　雄太郎

一般病院・老健でのリハビリテーションに従事し5年勤務。

その後ヒューマンライツ福祉協会にて障害者デイサービスに従事し、脳性麻痺、クラインフェルター症候群、アン
ジェルマン症候群などのリハビリテーションを経験。2014年より児童発達支援事業・放課後等デイサービス事業に
おいて、1歳半から7歳を対象とした発達障害児に対するリハビリテーションに従事する。運動発達を中心に、座位
姿勢や鉛筆やハサミの使い方などの生活動作支援も実施し、児童のフォローをしている。年間のべ2700症例を担
当する。保育所訪問や小・中学校訪問などによる地域支援にも従事する。

整形外科学 30 2 岩槻　厚

作業療法士
身体領域で整形外科疾患、脳血管疾患、関節リウマチなどの作業療法を担当後、老年期領域の作業療法に従事
している。
上肢・関節リウマチの作業療法に関する学会発表歴がある。

地域作業療法学 30 2
下川　貴大
林　辰博

下川：訪問リハビリで勤務し、身体障碍・老年期領域に対する作業療法を実施
地域包括ケア会議の参加や大阪府作業療法士会の地域包括ケアに関する研修会の講師を行う

林：作業療法士として総合病院に勤務し身体障碍領域に従事。
各種心身機能・活動・参加・環境に対する各種評価・作業療法を実施。
職能団体理事・大阪市障がい支援区分審査員などとしても活動。
生活行為向上マネジメント（MTDLP）基礎研修講師
MTDLP実践者
臨床実習指導者講習会終了、臨床実習者指導者講習会講師

公認心理士
防災士、防災介助士、サービス介助士、応急手当普及員
Arnadottir OT- ADL 神経行動学的評価法（A-ONE）認定評価者・講師
教育学修士（専門職）

人間発達学 30 2 上野　温子

臨床心理士。
小1～高3までの児童養護施設・情緒障害児短期治療施設(現：児童心理治療施設)における被虐待児の直接処遇
にて約5年勤務。情緒・発達・虐待等の問題を抱える家庭・本人へのケアを行う。その後、療育センターにて就学前
の子供の心理判定員として発達検査(K式・WISC）を行いながら、作業療法士と協働。
　現在は、ひきこもり・不登校で悩んでいる本人･ご家族のカウンセリング及び心理教育の実施(年間30～40人。約
950ケース）。年齢は本人は小学生～保護者に至っては80代の高齢まで幅広い年齢層のカウンセリングをおこな
う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並行して中学校のスクールカウンセラーとして勤務。

臨床心理学 30 2 筒井　亮太

臨床心理士として大学付属病院や精神科クリニックなどの医療分野を中心に5年以上勤務。
ほかに小学校や中学校でのスクールカウンセラー業務や児童養護施設での臨床心理学的な援助に従事。
児童・青年・成人問わず100症例以上の心理療法やカウンセリング、プレイセラピーを担当している。
人格検査や知能検査、神経心理学的検査などは200件以上実施している。日本心理臨床学会、精神分析学会、日
本思春期青年期精神医学会会員。治療関係を中心とした心理療法研究や精神分析・精神医学関連の翻訳業も行
なっている。

身体障害治療学Ⅰ 30 2 永田　作馬

　一般病棟、回復期リハビリテーション病棟、外来リハを有する病院で18年勤務。毎日2～3名の脳血管疾患患者を
担当し、年間延べ500件以上の作業療法を経験している。平成24年より大阪府高次脳機能障害普及事業の委託を
受け、脳卒中、高次脳障害者の就労支援や社会参加に向けたネットワークの構築に貢献。
第34回大阪作業療法学会　教育講演　講師、第43回日本作業療法学会「発症後長期経過した脳卒中片麻痺患者
における身体像の変化と上肢機能の関連性について」、第98回大阪高次脳機能リハビリ研究会「病識が低下して
いる事例への介入経過」、リハビリテーション・ケア合同研究大会2014　「医療機関における高次脳機能障害の就
労支援」報告
大阪高次脳機能障がい就労支援勉強会事務局。
日本作業療法士協会認定作業療法士。
大阪府作業療法士会理事。

老年期障害治療学 30 2 平　十幸

【実務経験】
回復期リハビリテーション・障害者病棟・デイサービス・訪問リハビリテーションにて身体障害・老年期障害を中心とした作業療法
に計８年間従事。現在も継続して訪問リハビリテーションで勤務。疾患としては脳血管疾患・認知症・整形疾患・呼吸器疾患・
パーキンソン病・悪性腫瘍末期を中心に経験。回復期・障害者病棟では計600症例以上、デイサービスでは100症例以上、訪問
リハビリテーションでは200症例以上経験。三療法士会地域人材養成派遣支援事業の運営・講師として参加。地域活動ではオ
レンジカフェの実行委員として参加。地域活動では高齢者の方のニーズを聞き、健康作りや通いの場の提供など活動支援を
行っている。

【関連資格】
・認知症ケア専門士
・訪問リハビリテーション実務者研修終了
・MTDLP実践者
・臨床実習指導者講習会修了

発達障害治療学 30 2 鎌田　荘平
作業療法士として重症心身障害児・者施設で9年間、老人保健施設で2年間勤務。
重症心身障害児・者施設で0歳～40歳代の脳性麻痺を主とした肢体不自由児、発達障害児、老人保健施設で高齢
者に対し関わる。

精神障害治療学Ⅰ 30 2 大野　力

作業療法士として精神科病院へ勤務。統合失調症などの精神障害領域の作業療法に従事。
臨床実習指導者研修修了認定
MTDLP基礎研修修了
作業療法学修士学位取得
認定作業療法士資格取得

高次脳機能障害治療学 30 2 山元　昭彦
作業療法士として身体障害領域の病院で脳梗塞患者のリハビリテーションに従事。高次脳機能障害の実務に携わ
る。

作業療法技術論 15 1 谷合　義旦

作業療法士として兵庫県立リハビリテーションセンター中央病院において上肢切断はじめ脊髄損傷・リウマチ等の
整形外科的疾患および脳卒中等の内科的疾患を中心に１５年勤務。特に上肢切断者に関する研究班であるアー
ムプロジエクトの一員として義手の工夫や開発に従事。いろいろな切断レベル（上腕・前腕・両側など）の症例年間
約１０～１５例担当。そのうち約５０～６０％に仮義手を製作し早期義手装着訓練に取り組 む。また、昭和62年日本
義肢装具学術研究会会員となり研究開発を行う。平成5年11月・日本義肢装具学会　飯田賞奨励賞受賞

作業療法技術論 15 1 西出　義明

高槻赤十字病院、整形外科リウマチ科クリニック（身体障害領域）にて33年間、勤務。認定作業療法士・手外科専
門作業療法士・日本ハンドセラピィ学会認定ハンドセラピスト・日本ハンドセラピィ学会理事・第28回日本ハンドセラ
ピィ学会会長・日本手関節外科ワークショップセラピスト代表世話人・日本手外科学会準会員・日本肘関節学会準
会員・中部日本手外科研究会会員・中部日本ハンドセラピィ研究会世話人・大阪府作業療法士会手外科研究会代

精神障害治療学Ⅱ 30 2 大野　力

作業療法士として精神科病院へ勤務。統合失調症などの精神障害領域の作業療法に従事。
臨床実習指導者研修修了認定
MTDLP基礎研修修了
作業療法学修士学位取得
認定作業療法士資格取得



精神医学 30 2 大野　力

作業療法士として精神科病院へ勤務。統合失調症などの精神障害領域の作業療法に従事。
臨床実習指導者研修修了認定
MTDLP基礎研修修了
作業療法学修士学位取得
認定作業療法士資格取得

身体障害治療学Ⅱ 30 2 三田　直人
作業療法士として身体障害領域の病院で５年間勤務。
主たる疾患として、リウマチ、脳梗塞、パーキンソン病、頚髄損傷、大腿骨頸部骨折などのリハビリテーションに従事。

職業関連技術論 15 1 永田　穣

作業療法士として福祉施設で身体障害者リハビリテーションを中心に36年勤務。
脳血管障害、頭部外傷、脊髄損傷、上肢外傷等の身体障害者リハビリテーション全般に従事。
これまでに、身体障害者リハビリテーション症例を2,000症例以上担当してきた。認定作業療法士資格所持。
日本作業療法士協会会員。

作業療法評価学実習Ⅰ 30 1
三田　直人
上東　隆明

三田 ：
作業療法士として身体障害領域の病院で５年間勤務。
主たる疾患として、リウマチ、脳梗塞、パーキンソン病、頚髄損傷、大腿骨頸部骨折などのリハビリテーションに従事。
資格：音楽健康指導士　準２級、地域音楽コーディネーター

改發
作業療法士として、身体障害領域の病院で、急性期リハビリ、回復期リハビリ、外来リハビリを有する病院にて9年間勤務。
主に、脳血管疾患や上肢骨折後の日常生活動作訓練を実施。
大阪府がんのリハビリテーション研修会終了。
資格：福祉住環境コーディネーター２級。

作業療法評価学実習Ⅱ 30 1
三田　直人
改發　友貴

三田：作業療法士として身体障害領域の病院で５年間勤務。
主たる疾患として、リウマチ、脳梗塞、パーキンソン病、頚髄損傷、大腿骨頸部骨折などのリハビリテーションに従事。
資格：音楽健康指導士　準２級
地域音楽コーディネーター

上東：作業療法士として身体障害領域の病院で7年間勤務。今まで約200人以上の患者様へのリハビリテーションを実施。福祉
住環境コーディネーター２級を取得済み。

作業療法評価学演習 30 2 椿原　一郎
作業療法士として身体障害領域病院で勤務。
血管疾患、整形疾患、呼吸疾患等の症例を幅広く経験。

一般臨床医学 30 2
本岡　健太郎
髙野　佳子

髙野：看護職として急性期から終末期の機能を有する病院で30年勤務。また認定看護管理者として13年、医療安
全管理学修士修得後5年という経験を活かし管理・教育活動に従事している。
非常勤講師としては、京都府医師会看護専門学校・京都保健衛生専門学校・花園大学社会福祉部社会福祉学科
にて従事している。

本岡：作業療法士として身体(老年期含む）障害領域の病院で５年間勤務。作業療法士として精神障害領域の病院
で２年間勤務。主たる疾患として、リウマチ、脳梗塞、パーキンソン病、統合失調症などのリハビリテーションに従
事。


